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方法：  6週齢の雄性食塩感受性高血圧ラット Dahl salt-sensitive rats (DS rats) と
食塩抵抗性ラット Dahl salt-resistant rats (DR rats)を用い、12 週間、通常塩分飼
料(塩分濃度 0.252%)または高塩分飼料(塩分濃度 8%)で飼育した。飼料は自由摂取とし、















分飼料で飼育した DS rats 群、通常塩分飼料で飼育した DR rats 群、高塩分飼料で飼育





  代謝ゲージでの測定において、高塩分飼料で飼育した DS rats 群では非活動期の排尿
回数が 16週、18週で有意に増加した。また、１回排尿量については、３群(通常塩分飼
料で飼育した DS rats 群、通常塩分飼料で飼育した DR rats 群、高塩分飼料で飼育した
DR rats 群)は増加したが、高塩分飼料で飼育した DS rats 群は増加せず、有意差が認
められた。 
 膀胱伸展による膀胱上皮からの ATP、PGE2放出量については、高塩分飼料で飼育した
DS rats 群で増加が認められ、他の 3群との間に有意差が認められた。さらに膀胱血流
について、高塩分飼料で飼育した DS rats 群は 0.2ml、0.4mlでの膀胱拡張時に血流の
低下がみられ、通常塩分飼料で飼育した DS ratsと比較して有意な低下であった。また
膀胱粘膜動脈の病理組織学的変化は認めなかった。 
考察： SHRs と違い、DS ratsは通常塩分飼料では高血圧を認めず、非活動期の頻尿も
生じなかった。環境要因である塩分過剰摂取が高血圧をもたらし、蓄尿障害を引き起こ
す病態モデルと考えられる。 
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